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京郡府亀岡瑠区用氷並びに防水※

兼周溜漉の審穣決定に就いて

功教授　　　林 直　　幹
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　　　　　　　　　　N．H．AYASH工

　　　　　　　　　　　　　　　　I　嚢　一　旨

　溜池を設け非灌激期間の降雨を貯溜して・樺概期の用水不足を補うと同時に代掻水も貯水す

る容積を与え、室梅雨による被害を防ぎ、一方代掻水放串後の室積で洪水時の串水を一時的に

抑溜し親こ河川通水能力以内の流量で流下せしめ氾濫を防止せんとするもので浅この要求を

満足させるための欄池容積の計算方法について述べる。

皿　麹　騒．⑳環魏

　地区は京都府南桑田郡亀岡町で南部は山地を

なし北部は大堰川に接し、これに注ぐ年谷川を

用水源とする蜘haの耕地が計画対象堆であ

る。（図一1参照）年谷川は南部山地に発した塞

谷川と矢酬が平坦部で合したものへ率谷川．

の峡谷部に溜池を計圃するのである。

　計画対象耕地は年谷川の水量の少いこと∫部

分的に耕地に砂礫暦の存在することから用水不

足をきたし早害を屋々受げ、一方山林の濫僕に

より一時に牌水し、更に年谷川の通水能力小な’

ること㌧相挨つて最近11年間に6回も洪水の被

害を受けておる朕況である。
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　　　　　　　　　　　　　　　斑　崩　欺　諾　團

　計画地区の灌概期間の所要水量は灌概期間牽g3甲とすると1・866・17肋ユ3となる・この他代掻水．

として15cm必要で結局稻作期聞に2，103，370n13を要する。

　一方供給されておる水量．は弐の4項目である。

　（1）現停溜池は11で貯水容積は総計173・800j皿3である。この全量は非灌瀧期間に満水し、使用

圓数は1圓洩途水損失は五〇劣とすると水困に供給される量は蜘，420m。となる。

（2）　灌瀧期間の田面；有効南量は過去42年間の最小降雨量第2位の昭和14年を採用し洩利用率

を70劣とすると3！ξ）、6坤蛆3となる。．

　（3）年谷川より早魅の年に供船され＝る水量は灌灘期間に代援水配布の3日間をカロえたg6日間

は毎日平均して渇水量は使用されるものとして求める。渇水量は観測値なき故類似地区の渇水

量・渇水量推定公式・更に地元農民？言等より（）09・ユ干／sllcと定めた。從つ亡年谷川による供給水

量は746，496皿3となる◎・

！4）計醐池に灘期集水利制！る量は1召和1坤の灌鯛の個々の降雨量午表■の流出

率と集水面積346haを乗じて集水量を求め、期間中累加し損失10劣とすると水田に使用される

量は463，g24皿3となる◎

　　　　　　　　　　　　　　表　　　　　　1※。

　降雨量1n㎜O～55～ユ0一工O～ユ515～乞）20～2525～3030～4040～5050紬6060～808（）～コ00～
　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ00　コ50

乏充　出　牽　　26　　　20　　　　30　　　　40　　　　42　　　　45　　　　ら0　　　　55　　　　60　　　　65　　　　70　　　　75　　　　80

　　　　備考　京郡大学高月豊一敦授提唱．

　以上四頃目の供給水量と所要水量から差引不足量は姐6フ885n・・となる。故に溜池に貯水すぺ

き量は途水損失1⑪タ6と考えて463120亨m3である・

・’更に昭和14年の降水目表から日一々の用水過不足量を計算し巣加不足量の最大なるものを貯水

量として求める。灌概期間を平均五畑づつ9期に分け、各期の一日の所要水量を計算し為一方

年谷川の渇水量は平均して毎目利用されるものとし、更に田面有効雨量のあつた時は、計画溜

池からの取水停止日婁脆考える。

　降雨量と停止日数の関序は表一2に示す。

　　　　　　　　　　　　　　表　　　　　　2※。

降＝　蒋妻　量（1皿一n二）　　　0～5　　　5剛ユO　　ユO《’18　　ユ8～25　　25～35　　35～150　　　50～100　　1ぐO～ユ50

取水停止磯（日）降雨鰯α、1α。加
工．5 2．0　　　岩．0！）2．5　　　4．0～5．O

備考　京都大学高月豊一教授提唱

※i可知貫一：農業水利掌（19螂）P，338 ※・可知貫一：農業水利学（ユ948）具338
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以上の條件で累力何過不足量を求めると表一3の如くなる。

　　　　　　　　　　　　　表　　一一　　3

A B　　　　　C ，D

E ・1・1豆「rT
6／15～6／18 61ユ8 躯㌧・ ユ494．7 制ユ04 7工μO．5
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I

6／27 6／27 8嵩　；　03 7753．9

ユコ。1。唾
’7776 工0559．9 十29830．2 0．5

6／瑚 6／∠8 148脇．8
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7776． ヱ0559．9 十、4ユ868．9 O．8

！
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8／雛～9／7
一

一　　1
｝ 一一 コ2唾姐6 2）棚〕6．3

　　　　　　…ユ浪ぺ1O．4
＿364452．9 0

gパ g／3 ユ7ヱ89．冤 7776
一
；
，

150S4．五 一35蛎7コ．2 O．8

g／ゴ5
呈

㎞ 一　　；　一 ’｝ 7776
；

工5084．1 一30崎54．7 o

　　　備考　　A’’’対象月臥　毘…降雨のあつた月臥　C∵降雨量（㎜㎜）、　刀…流出率’

　　　　（表一）E　Oが水固に鯛され確（O・D蝪・州）・．・…一年谷〃はり・の取入

　　　　　　　　　　図一2　　　　　　　　　水量776皿・／臨y竜G1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾→Wレ1・今柳

（　23

讐。。　　　　　　　　　　　　　　迄累加したもの（肌・）滝
　引　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ…遍日の降爾により取

箒　　　　　　　㌫㍗㍗す
止　　　　　　表一・1示1如／・1・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日に最大不足量36唾、幽3・n寡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となるOこれに代掻水、鋳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　存瀞池よりの供給水量を加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滅レ途水損矢五〇劣を見込

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むと貯水量は幽8フ77て蛆3と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溜池容積1については表一’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3の如く6月鴉日に過剰と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なるが晃代掻水放串摩の空

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　積が大である、故幽8，777nユ3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一十プ咋・）を容積として綿すれば十

　　　2　斗　6　蓼　ω　順　吟　崎　1冨202婁綿2ξ㍑釦　分である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一→γ（〕銅）　以上の計算をもとに計蔵
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すると計画地点の地形カ・ら溜池容積は504フ75⑪nユ3となる。

　余水吐は取水設備の斜樋を兼岬せしめる一方斜樋の頂部に滋流堰を設け・最悪の場含にはこ

れより斜樋に流入せしめ、土堰堤の堤頂を温流することを防止する。水位（夏）に対する貯水量

（V）、放水量（Q）は図一2の如くである。

搬　防　氷　諦　璽

　　（一）計画灘水塁並酬こ潔水蒔可能放水髪

　　年脊川の最小通水断面である洪水氾濫地点の計画洪水量は過去50年聞の連続降雨量の最大降

　雨量第2泣（表一4）を：基礎に玖式より推定した。

　　　　　　　　　　Qエ皿ax＝02778Xf×r×A

　　　　　　　　　109，8　　f二06一＝　　4　“：7洲とするとQm・xは3377n！3／sごcとなる・從つて年谷川の最大通

　水量は虹・23岬sごcであることから溜池よりの最大許容放出量は7・姐n3／secとなる。理ち計画溜

　池の最大放出量を7・46・ユ零／sご・となした場合に洪水調節の可能な空積を与えることが必要である。’

　これについては代掻水放出陵の室積を求めると、水因に必要な代掻水量からその間年谷川より

＾供給される水量を差引いたものに逢水損失10％を見込むと237，㈱岨3で、これを洪水調節にあ

　てることになる。

　　（2）洪水調節層窒穣蚤の観算法

　　計画溜池の集水域は346h泓で溜池計画地点に流域最遠地点より洪水の到達する時闇は諸家の

　公式や観渕から幽分と推定する。叉計画対象降雨量は4侍間連続降雨量の最大なるものの第2

位で表一4である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　麦　　　　　　　　4

日　　蒔　大正ユO年7月
　　　　　　　　ユ蝸醜時～U目3時　　1坤コ時～1こ日6時　　ヱ噸6時んユコ日ω時

降　　爾．　量 O．2nユm ユ09．8m固 3，3㎜〕u

流出率O・7とし前掲の公式で最大流入量を求め・ると18・47皿31s・cとなる・溜池地点に対する砕水

流入曲線宇画き1一方概池よりの調節流出量強線は洪水流入開始時の甑存水量蝸7ユ20n！3に対

する流出量を4加g／s㏄（図一2参照）滝最大流出量を7蛆31鮒とすると図一3の如くなる。

　図の記号は

　q1蝸x……叫47n13／sec滝Qm・x一・一7jn弩／sec竜9…4加13！scc，Tプ・一曲分尋丁グ・4時間

　丁ザ…最大流出量になる時間よりT。を引いた時間

　この降雨による流入量をW、その間の流出量をy1喝残瀞水量をV。とすると
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瞬興喜

衆水琉ぺ炎蟻綿ζ

’
＼

Y2；、V二Y］二如泌ポT2

一｛（Q＋粋x）蜜（・・十

葬

調幣彰準ゴ
　　　　　　　叉

叫　　　　〆／

／’

亀言

・・）十Q’音axl（T・一丁・）｝

島　　　　　　3

工　　弓 ㌣、崎闘
　1細肌）

　　　　　　　qmax
但し　「らニハー　　　T1
　　　　　　　q皿＆x

　以上から残溜水量を求

めると171ラ唾！6nユ3となり

代掻水故出後の室積で噛

調節は先づ可能であると

考えられる。

　（3）計算蔵による審績の輯繍討

　ある時刻t以後砒間を考へ且つ砒を短時間にとりt及び亡十d市における流入量を夫刈七

・志、・。とし、噸には÷（・亡、。、∵砒）なる乎均流入量たて一様に流入し、流瞳も同欺÷（㎏。

十Q古十d充）にて二様に流出するものと考えると

　　　　　　　　　　砒　砒閥の流入水量：一r竃（9亡十（1意十dt）

　　　　　　　　　　d．t　（ば間の流串水量＝一r磯（Qt＋Q吃十d竜）

　（け間の貯水量二y允十砒一Yt

　從つて

　　　寸1・・卜・・一冬（。、。。、。。、）一÷勲（Q危。Q竜十。危）

　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　（1t
　dtが短時間故了（Qt＋Qt＋砒）÷Qtと考えるとW＋dt－YF3締（qt＋帥十dt）一Q州在

　本式に表一4の降雨を適用してみる。その際1098皿皿に対して流出率を⑪7，4時間雨量の
1’

っrは第二時間員　　　　　　　　　　圃＿千

の一時聞に降りち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／

残りの三時間は一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1／

様な強度で残りの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

・1降る1∴　　ノ∴／
㍗二㌻二十　　■、ノ＼
第二、第三時間冒　1　！　ソ　＼
　　　　　　　　　　｝…　　ノ8　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’＼

の最大流入量は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　　　　　蝪　　　　　　7工2・3が／舵c、第二時、
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聞目の最大流入量は36・9皿31secとなる。これによつて皿cta曲tlon　Dlag舳ユを画くと、各時剰にお

ける流入量は図一4の如くなる。叉降雨來襲時り溜池残存水量は代掻水放出後の267，120nユ3で

あろ、

　これらZ）條件で上式に各々の鮭を入れると表一5を得る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　表　　　　　　　5

　　　　　　　　　　　　砒
時剰｝州T　Q川、ユ、y宝・ポ㌃、Vt・dl。、・、、、

　　　　　　　　　　　　m：
11目
　2時20分

2　　45

3　　0

3　　45

4　　　0

4　　垂5

5　　　0

6　　　0

6　　45

　　o
16，605

H，岬）

66，姐0

33，2ヱ0

66，蛾O

りラOT0

44，雲80

ヱ6，605

　一〇

12，一50

4，o95

コ2，42じ

4，590

コ4，莉0

5，1獅

20，520

ユ5，7蛎

　　○

雀，蝸5

6．975

5壬、OO0

28，棚0

52．110

5，98ろ

23．670

　810

267，120

洲，㍉75

278，55σ

332，550

洲，170

41；ξ，280

姐9β30

4娚，020

垂43，尖㌫）

ヱ9．8

ユ9．9

別．5

跳ユ

刈．7

遡．6

227

23．ヱ

2：㌻．1

　表一5から明かな如く満水量504，7舳u3を超過することなく、叉流出量も最大許容放串量を超

過しないことは図一2からわか1）洪卒調節の目的は達世られる・更に対象となつた1！日’の2時

～6時の前震の四時聞雨量は少量で両書の流入量の和は7500肌3である故、計算から除外するも

差支えない。

Y　鰭　　　　語

　計画対象地区である亀剛こ用水のみな1らす防水の両目的にそう如く輝池を計画するには

　（エ1溜池の容積は灌概期の不足水量23｝77皿ユ3を貯溜すると同時に・代掻水2371630皿3も埼溜

する容積を与えるものとし、塞谷川の峡谷部を土堰堤で締切・り、貯水量504フ750皿3の溜池を設け

ることにする・從つて從來の如く梅暉を待つて電植えを行う場合竜室梅雨による植付・けの不能

乃至適期の遅れることによる減牧も未然に防止し得る。

　r2）（りの如く代掻水も言十算に入れた溜池容積より代掻水放出後の室積237ラ63伽・を以て洪水

調節に有効に使用するのである。即ち上流より偉波してきた洪水波を一時溜池に吸牧し、洪水

頂点流量五8・47・13／sごcを若さえ、薪に偏刊ヒした洪水波として最大7一始m3／secを流すことによつ

て㌻溜池涜域以外の流域よりの洪水量3377∬・・／8ecと合しても、年谷川の最小通水量班、23皿・／sec

は超過しないのである。斯様に溜池の室積を洪水の一時的抑溜にあてることによつて洩年谷川

の氾濫は防止され’る。
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"'~~.. _x'¥' 

( onsumer_1 not only nl lnlgatmg perlod but also for ~hirokak,i After water used 

I"or Shnokaki Is dls(hal~~o,ed the very space of the leselvlc'l emPtied rs used for 

reduc,tion of the n~aximum rates ( 'f flood-flow by temporaril~.' sto~1'iug the flood Peaks 

a,nd dis(_'~',harging the ~lo(_)c]l w<~~'bers .at a re_(~1u(_~",ed rate. 

Thus ~ve can prote(it the fiek._1 fr(~)nl' damages by the dro~ ught and the_ floocl. 

~ Shirolcaki : 'l'he working to *'aturate rice field ~vith ¥vat.･_r, for crushing the 

clod (if earth and levelmg the soil surface, before the ric,e planting. 
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